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利用カテゴリ XT4B

HST I-bandによる z ∼ 0.1にある ULIRGsの観測から、100個程度の ULIRGサンプ
ルのうち 20%がmultiple (N > 2) nuclei をもっていることが示されている (Borne et al.
2000, Cui et al. 2001)。これらのmultiple nucleiをもつ ULIRGsの起源として、短いタ
イムスケール（数 100 Myr ）における複数回のmajor mergerが考えられている。しかし
ながら、z ∼ 0.1 において理論的に見積もられる銀河合体率は低く、観測されるmultiple
nuclei を持つULIRGs の割合が理論から見積もられる割合と比較して多すぎる。
私は、円盤銀河の衝突合体の高分解能シミュレーションを XT4 128 コアを用いておこ
なった。ここで、従来の銀河衝突合体シミュレーションと比較して質量分解能が 2桁、空
間分解能が 1桁程度高く、従来のシミュレーションでは考慮できなかった T < 104の低温
冷却も考慮している。その結果、銀河衝突合体過程において、質量が 108M⊙を超える超大
質量星団が銀河中心領域に複数個形成されることがわかった。また、このシミュレーショ
ンデータとPEGASE（星の進化を解くコード）を用いて I-bandで疑似観測をおこなった
（図 1の上のパネル）。その結果、超大質量星団が銀河中心から数 kpcの領域において、
I-band で強く光ることがわかった。これらの光度は観測されているULIRGsの nuclei と
同程度であることがわかった。これらの特徴は、z ∼ 0.1で観測されているmultiple nuclei
を持つ ULIRGsとよく似ており、multiple nucleiをもつ ULIRGsの起源として、1回の
major mergerで説明可能であることが示された (Matsui et al. 2012)。
現在、これまでのシミュレーションの延長として、高赤方変移の銀河衝突合体を対象と
したシミュレーションをおこなっている。具体的には、銀河が含むガスの割合を円盤質量
の 50%とし、銀河同士を衝突させる。そして、宇宙初期における星形成や星団形成、銀河
形態などの進化を理解していく。
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図 1: I-bandでの疑似観測の時間進化。上のパネルがダストによる減光を考慮しない場合、
中央のパネルがダストによる減光を考慮した場合、下のパネルが減光量（等級）を示す。


